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第１回定例会の
主な日程議

員　

最
先
端
技
術
の
集
積
な
ど
本

県
の
潜
在
力
を
生
か
し
、
国
の
「
日

本
再
興
戦
略
」
を
手
本
に
、
茨
城
な

ら
で
は
の
未
来
産
業
戦
略
を
策
定
し
、

未
来
産
業
の
集
積
と
雇
用
の
促
進
を

図
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
際
、県
央
・

県
北
地
域
へ
の
産
業
集
積
と
い
う
観

点
が
重
要
だ
が
、
所
見
は
。

知
事　

未
来
産
業
戦
略
に
つ
い
て
は
、

県
総
合
計
画
の
「
未
来
を
創
る
産
業

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
お
い
て
、
科
学
技
術
を
活
用

し
た
未
来
産
業
の
創
出
や
ロ
ボ
ッ
ト

産
業
の
育
成
、
も
の
づ
く
り
産
業
の

高
度
化
な
ど
を
位
置
付
け
て
い
る
。

県
央
・
県
北
地
域
へ
の
未
来
産
業
の

集
積
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
九
年

度
「
茨
城
県
県
北
地
域
産
業
活
性
化

計
画
」
な
ど
を
見
直
す
中
で
、
つ
く

ば
の
研
究
成
果
の
活
用
な
ど
も
視
野

に
入
れ
、
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

議
員　

県
は
市
町
村
と
連
携
し
、
地

域
の
観
光
資
源
を
盛
り
込
ん
だ
四
季

折
々
の
観
光
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
な

ど
広
域
的
な
観
点
か
ら
、
戦
略
を

持
っ
て
観
光
振
興
を
図
る
べ
き
で
あ

る
。ま
た
、外
国
船
も
含
め
て
ク
ル
ー

ズ
船
の
誘
致
に
力
点
を
置
く
べ
き
と

考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

観
光
振
興
戦
略
に
つ
い
て
は
、

「
茨
城
県
観
光
振
興
基
本
計
画
」
に

基
づ
き
、
観
光
資
源
の
発
掘
・
活
用
、

情
報
発
信
の
強
化
な
ど
、
稼
げ
る
観

光
産
業
の
振
興
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。
ク

ル
ー
ズ
船
の
誘
致
に
つ
い
て
は
、「
ク

ル
ー
ズ
船
誘
致
推
進
事
業
」
を
平
成

二
十
九
年
度
予
算
案
に
計
上
し
て
お

り
、
外
国
ク
ル
ー
ズ
船
の
誘
致
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

少
子
高
齢
化
が
進
む
現
在
、

保
育
士
、
看
護
職
員
、
介
護
職
員
は

い
ず
れ
も
不
足
し
て
お
り
、
首
都
圏

に
流
出
し
な
い
よ
う
処
遇
を
改
善
し
、

確
保
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、

必
要
な
人
数
を
供
給
で
き
る
よ
う
教

育
養
成
機
関
へ
の
支
援
に
配
慮
す
べ

き
だ
が
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

知
事　

人
材
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

労
働
環
境
・
処
遇
の
改
善
を
図
り
、

新
規
参
入
を
増
や
し
、
離
職
を
防
ぐ

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
賃
金
の
増
額

や
、
勤
務
環
境
改
善
の
相
談
受
け
付

け
、
再
就
職
支
援
体
制
の
強
化
な
ど

を
行
う
。
教
育
養
成
機
関
へ
の
支
援

に
つ
い
て
は
、
私
立
の
看
護
師
等
養

成
所
や
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
へ
の

助
成
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
給
与
水

準
が
首
都
圏
よ
り
低
い
こ
と
に
つ
い

て
は
、
構
造
的
な
問
題
で
あ
り
、
人

材
流
出
の
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
国
に
要
望
し
て
い
く
。

議
員　

茨
城
の
歴
史
や
先
人
の
偉
業

を
多
く
の
県
民
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、

人
間
力
の
向
上
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

そ
の
た
め
の
講
座
を
弘
道
館
を
拠
点

に
開
設
し
、
そ
の
後
県
内
各
地
域
で

寺
子
屋
的
に
分
校
講
座
を
展
開
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

教
育
長　

県
民
の
誇
る
べ
き
歴
史
や

先
人
の
偉
業
に
関
す
る
講
座
を
弘
道

館
を
拠
点
に
開
設
し
、
併
せ
て
県
内

各
地
域
で
寺
子
屋
的
に
分
校
講
座
を

開
設
す
る
こ
と
と
し
、
事
業
展
開
の

手
法
な
ど
を
今
後
検
討
し
て
い
く
。

 

社
会
を
生
き
抜
く
力
の
養
成

議
員　

防
犯
カ
メ
ラ
は
、
犯
罪
解
決

や
検
挙
率
の
向
上
、
犯
罪
抑
止
に
極

め
て
有
効
で
あ
る
が
、
設
置
は
市
町

村
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
県

警
自
ら
も
重
要
箇
所
に
設
置
す
べ
き

で
あ
る
。
ま
た
、
設
置
す
る
市
町
村

へ
の
補
助
も
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

最
終
的
に
は
、
県
・
市
町
村
・
民
間

が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
る
べ
き
と

考
え
る
が
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

警
察
本
部
長　

犯
罪
の
予
防
や
被
疑

者
検
挙
と
い
っ
た
犯
罪
対
策
上
、
防

犯
カ
メ
ラ
の
効
果
は
絶
大
で
あ
る
。

県
警
に
よ
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
や

市
町
村
へ
の
補
助
、
県
・
市
町
村
・

民
間
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
今
後
調

査
・
研
究
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
平
成
二
十
九
年
度
予
算

編
成
方
針
、
県
北
地
域
の
振
興
な
ど

も
質
問
）

川津　　隆 議員
いばらき自民党
水 戸 市 選 出  

一括方式

　

平
成
二
十
四
年
第
一
回
定
例
会
か

ら
分
割
方
式
が
導
入
さ
れ
、
議
員
は

次
の
い
ず
れ
か
の
質
問
方
式
を
選
択

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

○
一
括
方
式

　

質
問
項
目
全
て
に
つ
い
て
一
括
し

て
質
問
し
、
一
括
し
て
答
弁
を
求

め
る
方
式
。

○
分
割
方
式

　

質
問
項
目
ご
と
に
分
割
し
て
質
問

し
、
そ
の
都
度
、
答
弁
を
求
め
る

方
式
。

質
問
方
式
に
つ
い
て

茨
城
の
潜
在
力
を
生
か
し
た
未
来
産
業
戦
略
の

策
定
と
県
央
・
県
北
地
域
へ
の
産
業
集
積

　

現
在
、
我
々
は
地
球
温
暖
化
、
大
気
・
水
環
境
な
ど
の
汚
染
、
大
規
模
な

森
林
破
壊
、
生
物
多
様
性
の
減
退
・
生
態
系
の
破
壊
な
ど
、
地
球
規
模
で
の

さ
ま
ざ
ま
な
環
境
問
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
環
境
問
題
は
、
近
年
の
都
市
化
の
進
展
や
生
活
様
式
の
変
化
な

ど
、
生
活
の
利
便
性
が
高
ま
る
に
つ
れ
て
、
よ
り
顕
著
と
な
り
、
深
刻
か
つ

複
雑
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
本
県
で
は
、
平
成
二
十
七
年
に
「
涸
沼
」
が
ラ
ム
サ
ー

ル
条
約
湿
地
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
三
十
年
に
は
「
世
界
湖
沼

会
議
」
が
開
催
予
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
湖
沼
の
水
質
保
全
を
は
じ
め
と
す

る
環
境
保
全
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
森
林
や
霞
ヶ
浦
を
は
じ
め
と
す
る
湖
沼
・
河
川
の
公
益
的
機
能
を

発
揮
さ
せ
る
取
り
組
み
を
推
進
す
る
た
め
の
財
源
で
あ
る
「
茨
城
県
森
林
湖

沼
環
境
税
」
が
平
成
二
十
九
年
度
で
課
税
期
間
が
終
了
と
な
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
成
果
な
ど
を
踏
ま
え
、
今
後
の
税
の
在
り
方
な
ど

に
つ
い
て
も
、
検
討
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
県
議
会
で
は
、
次
世
代
に
美
し
く
、
豊
か
な
環
境
を
つ
な
ぐ
た
め
、

環
境
保
全
な
ど
に
関
す
る
諸
方
策
に
つ
い
て
調
査
・
検
討
を
行
う
「
環
境
保

全
対
策
調
査
特
別
委
員
会
」
を
三
月
二
十
四
日
の
本
会
議
に
お
い
て
設
置
し

ま
し
た
。
委
員
の
構
成
は
十
五
名
で
、
次
の
通
り
で
す
。

環
境
保
全
対
策
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た

委
員
長　
　

小
川　
　

一
成

副
委
員
長　
　

西
野　
　
　

一

委　
　

員　
　

葉
梨　
　
　

衛

　

 

〃　

  　
　

西
條　
　

昌
良

　

 

〃　

  　
　

飯
塚　
　

秋
男      

　

 

〃　

  　
　

伊
沢　
　

勝
徳      

　

 

〃　

  　
　

横
山　
　

忠
市

　

 

〃　

  　
　

外
塚　
　
　

潔

委　
　

員　
　

岡
田　
　

拓
也

　

 

〃　

  　
　

安
藤　

真
理
子

　

 

〃　

  　
　

長
谷
川　

重
幸

　

 

〃　

  　
　

半
村　
　
　

登

　

 

〃　

  　
　

佐
藤　
　

光
雄

　

 

〃　

  　
　

田
村　

け
い
子

　

 

〃　

  　
　

山
中　

た
い
子

今
後
の
観
光
振
興
戦
略
と

ク
ル
ー
ズ
船
の
誘
致

子
育
て
、
医
療
、
介
護
に
係
る

人
材
の
確
保
・
育
成
・
強
化

茨
城
の
人
間
力
向
上
に
向
け
た

﹁
日
本
塾
茨
城
弘
道
館
講
座
﹂の
開
設

防
犯
カ
メ
ラ
の
整
備
促
進

ことば ※【代表質問】…会派を代表して行う質問を代表質問といいます。茨城県議会の場合には、４人以上の会派が代表質問を行うことができます。なお、議員個人の立場で行う質問を一般質問といいます。

クルーズ船の誘致を（クルーズ船「飛鳥Ⅱ」撮影：中村庸夫）

３
月
２
日（
木
）

　

川か
わ
づ津　

　
　

隆
た
か
し（

い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

佐さ
と
う藤　

 　

光み
つ
お雄（

民　

 　

進　

 　

党
）

３
月
３
日（
金
）

　

江え

だ田　
　

 

隆た
か
の
り記（

自
民
県
政
ク
ラ
ブ
）

　

井い

で手　

 　

義よ
し
ひ
ろ弘（

公　
　

 

明　

 　

党
）

●
質
問
者

代表質問※（要旨）

　平成29年第1回定例会は、以下の会期
日程で開催されました。

■２月27日（月）　 本　　会　　議
（開会、知事提出議案説明）

■３月２日（木）　 本　　会　　議
　　　３日（金） （代表質問・質疑）
■３月６日（月）
　　　７日（火）　 本　　会　　議 
　　　８日（水） （一般質問・質疑）
　　　９日（木）
■３月13日（月）　 常 任 委 員 会
　　　14日（火）
■３月16日（木）　 本　　会　　議

（予算関係議案常任委員長報告等）

■３月17日（金）

■３月21日（火）　 予算特別委員会
　　　22日（水）
■３月24日（金）　 本　　会　　議

（委員長報告、採決、閉会）

国体・障害者スポーツ大会
推進調査特別委員会


